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［はじめに1

　今まで多くの研究者によってPCDDsρF昌及ぴpCBs汚染の歴史的推移が調査・報告されてきたし

かし，これらの研究は，ほとんどが底質や土壌のコアもしくは保存されていた人体組織などを用いたもの

が多く，生物体を扱った歴史的推移の調査例や庸報は限られている目

　そこで，本研究ではこれらの有害化合物質の指標生物としてよく用いられている魚類に着目し，過去

に東京湾及び館山湾で採取された後，保存されてきたハゼ類を入手した。これらの保存サンプルを用い、

PCDDのPs及びコプラナーPCBs（皿o皿一〃伽置換体とmo皿o－o励o置換体CBsを含む）の経年による残留

レベルやその組成変化にっいて検討を行なった。

［サンプル及び分析方法］

　過去に東京湾と館山湾で採取され、ホルマリンで保存されていたハゼ類は東京大学大学院農学生命

科学研究科から提供された凸ハゼサンプルはそれぞれユ953年，57年、63年，70年そして75年崖に採取

したものであり，館山湾で採取した！975年度のハゼ以外のサンプルはすべて東京湾のものである目ハゼ

の分析は各年度別，4～7検体をプールサンプルとし，ホモジナイズした後，分析に供した。PCDDsのFsと

コプラナーPCBsの分析方法は本研究室の既存方法に従い行なった。

傭果概陶

働魚類中のPCDDsのFsとコブラナーPCBsの残留濃度及びT1…Qレベル（1953年～1975年）

　　1953年から1975までの東京湾及び館山湾で採取したハゼ類から検出された総PCDDのFsの濃度

範囲は27．9～109壇g（以下湿重量あたり）であり，1970年度のハゼサンプルで最高のレベルが検出され

た。総PCDDsのF冨濃度の経年変化においては，1953年度から1963年度まではあまり有意な濃度差は

見られなかったが，1970年代に入ると若干高くなる傾向を示した。

　一方，コプラナーPCBsの場合は経年による濃度の増加傾向が1953年～1970年の間において

PCDDsのF冒と比べ顕著に見られたが，1975年の館山湾で採取したハゼのコプラナーPCBs濃度は，1970

年の東京湾のハゼと比較して非常に低い値を示した。このことは経年変化よりもむしろ東京湾と館山湾と

の地域差に起因していると考えられる。日本での商品用PCBの生産は1954年から1973年まで行われた

が，本研究では，PCB生産以前である1953年度のハゼからコプラナーPCBsが検出された。これらのこと

から目本においてPCB生産以前にもPCB汚染が存在していたことが考えられた。その汚染原因としては

外国からの流入によるものなどが予想される。

　　PCDDsのFs－TEQとコプラナーPCB害一TEQを合わせた総TEQ濃度は1970年のものが11．5pgTEQ／g

で一番高いレベルを示している。総TEQ濃度に対するコプラナーPCBs－TEQの寄与は，1953年には

PCDDのFs－TEQより低い寄与を示していたが，PCB生産が初まった年代以降は，その割合が逆転し，コ

プラナーPCBsが優先的になっている①i＆1）。しかし，その傾向は1963年にピークに達して70年代に

入るとPCDDのFs－TEQの寄与が大きくなり，相対的にコプラナーPCBs－TEQの寄与が小さくなった。

⑧魚類中のPCDDのF畠の同族体組成（1953年～1975年）

　　1953年から1970年にかけて東京湾で採取されたたハゼ体内のPCDDのFsの同族体組成は部分的

に60年代以前のものと1970隼の問で若干の違いが見られるものの，全般的には類似の組成を示した。
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特に，東京湾のハゼにおける総PCDDのFs濃度に対するTeCDFの寄与は，OCDDを除いた場合，一番

高い寄与を示した。しかし，館山湾で採取された1975年度のハゼの場合，東京湾のハゼとは異なる

PCDDsのFs同族体組成を示した。

　　館山湾からのハゼのPCDDsρFs組戒において，注目される同族体はTeCDDであり，特に非2，3，7，8

位置換体である王，3，6，8－ToCDDが高濃度で検出された。1，3，6，8－ToCDDは1，3，7，9－TeCDDとともにCNP

に不純物として多く含まれていることが知られている。Hg．2ではこれらの異性体の濃度が1970年代以降，

即ちCNP使用が初まった時期から増加していることが確認できた。このような傾向を考慮してみるとCNP

による影響が示唆されるが，分析サンプルの数が少ないため，今後さらに検討が必要であると思われる。
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